
 

 

 

 

 

「子どもの思いを受け止めて」 

校長 池田 弘 

 

息子の結婚式での話です。沢山の友人、懐かしい仲間が駆けつけてくれて息子は喜んでいま

した。友人代表のスピーチで、幼なじみの同級生が、思い出話の中で息子の悪行を話し始め、

会場は盛り上がりました。一応社会人として働いている息子は、苦笑いしながら新婦の前で赤

面していました。親の私たちは大体想像できた話でしたが、本人にとっては恥ずかしかったよ

うです。その中で、息子が友達にいつも言っていたのは、「このことをお父さんにだけは言わ

ないで。」だったそうです。それを聞いて「だったら、そんなことをしなければいいのに。」と

父親としては思うのですが、息子は父親には知られたくない、父親の前ではいい子でいたいと

思っていたのかもしれません。 

 同級生の助産師から聴いた話です。助産師として、新しい命の誕生に立ち合い、生まれた

ばかりの赤ちゃんが少しずつ成長していく姿を見て、やりがいを感じる反面、不幸にして命

がなくなる場面も経験し、親御さんの悲しみや切なさを痛感したそうです。その彼女が言っ

ていました。「子どもは親を選べないなんて言うけど、そうじゃないよ。子どもは、この親だ

ったら私を育ててくれると、親を選んで生まれてくるんだよ。だから・・・。」実感を込めて

語りました。子育てに不安そうな親御さんには「お父さん、お母さん、あなたたちはこの子

に選ばれた親なんですよ。大丈夫、頑張ってね。」と励ましているそうです。  

 親は、自分の子どもが大好きで、何よりも大切です。子どもも親が大好きで、誰よりも頼

りにしています。これは、世界中どこでも同じだと思います。  

でも、子どもですから、時には間違ったこと、悪いことをすることがあるでしょう。子ど

もは、大好きな親の前ではいい子でいたい、嫌われたくないと思い、本能的にうそをついた

りごまかしたりすることがあります。そんなとき、親は子どもに選ばれた存在として、子ど

もの思いを受け止めて理解し、正しい方向に導いていくことが必要なのだと思います。  

子育ては、大変です。でも、目の前にいる子どもたちは、将来きっと立派に成長した姿を

見せてくれるはずです。大好きな子どもたちを、何よりも大切な子どもたちを、一緒に育てていきまし

ょう。 

 

今年１年、お世話になりました。ありがとうございました。皆様、よいお年をお迎えください。 
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６日（月） 口座振替日 

８日（水） 冬休み明け集会 

９日（木） 校内書き初め大会 

１４日（火） 小中健康週間 

 

 ２１日（火） 柏木朝会 

２２日（水） クラブ活動③ 

       ２年生そり遊び（午前） 

２９日（水） クラブ活動④（最終） 

       １年生そり遊び（午前） 


